
入力方法-1 

 

自己点検チェックシート 入力方法 

１ 自己点検チェックシートの作成者 

事業担当者が、自己点検チェックシートを作成します。 

２ 自己点検チェックシートの作成段階 

自己点検チェックシートは、事業の進捗に応じて、構想段階・設計段階の各段階において作成し、施工段階まで

引継ぎます。 

３ 自己点検チェックシートの構成 

自己点検チェックシートは、「基礎情報シート」、「景観形成に関する基本事項チェックシート」、「チェックシート

（共通／施設別）」、「配慮検討シート」、「景観アドバイザー会議対応状況表」の5種のシートからなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成目的： 

事業の初期段階で把握する必要のある情報を整理します。 

 

作成段階： 

・構想段階、設計段階 

（1）基礎情報シート 

作成目的： 

事業の初期段階において、当該事業が実施される地域の景観

特性を確認し、次段階へ引き継ぐとともに、景観形成のために

配慮が必要な基本的な事項を確認し、当該事業で配慮が必要な

事項を抽出します。 

 

作成段階： 

・構想段階、設計段階 

（2）景観形成に関する基本事項チェックシート 
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作成目的： 

事業の各段階で配慮が必要な事項（配慮事項）を抽出し、配

慮事項に沿って取組み、配慮事項と、各段階で実際に配慮した

内容（配慮内容）を次段階へ引き継ぎます。 

 

作成段階： 

・構想段階、設計段階 

（3）チェックシート（共通／施設別） 

作成目的： 

事業のなかでも、具体的に検討すべき重要事項について、各

段階で実際に配慮した内容（配慮内容）を次段階へ引き継ぎま

す。 

 

作成段階： 

・構想段階（※）、設計段階（※） 

※「（3）チェックシート（共通／施設別）」を作成中に、具体的

に検討すべき重要事項があれば、その事項に配慮した段階で、

重要事項の数だけ作成します。 

（4）配慮検討シート 

作成目的： 

○景観アドバイザー会議において、景観アドバイザーからの指

導・助言に対応するため、その内容と対応状況を、次段階へ

引き継ぎます。 

 

作成段階： 

・構想段階、設計段階 

（5）景観アドバイザー会議対応状況表 
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○事業の初期段階で把握する必要のある情報を整理します。 

○構想段階、設計段階で、1枚ずつ作成します。 

○設計段階では、構想段階の記述と内容が異なる箇所・変更が生じた箇所を新たに記入し、他の箇所は、 

構想段階で作成したシートを参照して、同じ内容を記入します。 

４ 自己点検チェックシートの作成方法 

各シートの記入例と作成手順を示します。 

 

1 基礎情報シートの作成方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

構 想 段 階 

１－① 

事業の「事業概要」を記入します。 
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新しいシートを作成 

１－② 

地域の景観に係る法規制等の状況について

記入します。 

 

・各項目の該当するチェックボックスにチェ

ックを入れ、内容を記入します。 

設 計 段 階 

１－③ 

構想段階の記述と内容が異なる箇所・変更が

生じた箇所がある場合、新しい情報を記入し

ます。 

※設計段階では、設計段階の事業担当者が 

改めて、新しいシートを作成します。 

１－④ 

構想段階と記述内容が変わらない箇所は、構

想段階で作成したシートを参照して、同じ内

容を記入します。 
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○事業の初期段階において、当該事業が実施される地域の景観特性を確認し、次段階へ引き継ぐとともに、 

景観形成のために配慮が必要な基本的な事項を確認し、当該事業で配慮が必要な事項を抽出します。 

○構想段階、設計段階で作成します。 

2 景観形成に関する基本事項チェックシートの作成方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

構 想 段 階 

２－① 

地域の景観特性を把握し、その結果を記入し

ます。 

 

・計画地域の歴史・文化、施設の生い立ち、

地域の景観資源、主要な視点場について確

認し、確認した項目については、チェック

ボックスにチェックをつけます。 

・確認した情報は、その具体的な名称などを

記入します。 
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２－② 

構想段階の初期において、当該事業で、景観

形成に関する基本事項について、配慮が必要

な事項を確認します 

 

・当該事業で配慮が必要な配慮事項には、左

のチェックボックスにチェックをつけま

す。 

 

 

 

・各配慮事項は、参考資料に、詳細が示され

ています。チェックをつけた事項は必ず、

参考資料を確認します。 
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２－③ 

設計段階終了時に、事業を通して、配慮する

ことができた事項を確認します 

 

・「３－①」でチェックをつけた配慮事項に

ついて、配慮ができた項目には、右のチェ

ックボックスにチェックをつけます。 

 

▲ 配慮できた場合 

▲ 配慮できなかった場合 

設 計 段 階 

２－④ 

配慮することができた事項を、具体的にどの

ように配慮したかを記入します 

 

・「２－③」でチェックをつけた、「配慮でき

た事項」について、具体的にどのように配

慮したか、「配慮内容]」欄に、記入します。

※「２－③」で、複数の配慮事項にチェック

をつけた場合には、それらをまとめて記入

してください。 
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２－④ 

構想段階の初期に確認した、当該事業で配慮

が必要な事項に配慮できたか、結果を記入し

ます。 

 

・「２－②」でチェックした「当該事業で配

慮が必要な事項」を全て配慮できた場合、

「チェックをつけた配慮事項は、全て配慮

することができた」にチェックします。 

（一番左にチェックがある項目は全て、右

のチェックボックスにチェックがある状

態：下図参照） 

 

 

 

 

 

・「２－②」でチェックした「当該事業で配

慮が必要な事項」の内、事業を通して、配

慮することができなかった事項がある場

合、「チェックをつけた配慮事項のうち、

配慮できていないものがある」にチェック

し、その理由を記入します。 

（一番左にチェックがある項目のうち、右

側のチェックボックスにもチェックがな

い状態：下図参照） 
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○事業の各段階で配慮が必要な事項（配慮事項）を抽出し、配慮事項に沿って取組み、配慮事項と、各段階で 

実際に配慮した内容（配慮内容）を次段階へ引き継ぎます。 

○構想段階、設計段階で作成します。 

○事業内容に関わらず全ての事業において「チェックシート（共通）」を作成します。 

○事業内容に応じて、該当する「チェックシート（施設別）」を作成します。 

3 チェックシート（共通／施設別）の作成方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

構 想 段 階 

※下記の記入手順では、記入例として、「チェックシート（施設別）」の「■ 道路」を示していますが、 

チェックシート（施設別）」の道路以外の施設、あるいは「チェックシート（共通）」も記入手順は同じです。

３－① 

構想段階の初期において、当該事業で配慮が

必要な事項を確認します 

 

・当該事業で配慮が必要な配慮事項には、左

のチェックボックスにチェックをつけま

す。 

・各配慮事項は、参考資料に、詳細が示され

ています。チェックをつけた事項は必ず、

参考資料を確認します。 
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３－② 

構想段階の初期において、当該事業で、具体

的に検討すべき重要事項を検討します 

 

・当該事業において重要な配慮事項と考える

事項については、具体的に検討すべき配慮

事項に該当する事項に、チェックをつけま

す。 

 

３－③ 

構想段階終了時に、構想段階において、配慮

を終えた事項、設計段階に引き継ぐ事項を確

認します 

 

・「３－①」でチェックをつけた配慮事項に

ついて、構想段階において、配慮を終えた

項目には、右のチェックボックスにチェッ

クをつけます。 

 

▲ 構想段階で配慮を終えた場合 

▲ 設計段階に配慮を引き継ぐ場合 
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３－④ 

構想段階で、具体的にどのように配慮したか

を記入します 

 

・「３－①」でチェックをつけた配慮事項に

ついて、構想段階で具体的にどのように配

慮したか、「配慮内容 [構想]」欄に、記入

します。 

※「３－①」で、複数の配慮事項にチェック

をつけた場合には、それらをまとめて記入

してください。 

３－⑤ 

構想段階で、具体的に検討すべき重要事項

を、どのように配慮したか、配慮検討シート

に記入します 

 

・「３－②」で「具体的に検討すべき重要事

項」にチェックをつけ、その事項について、

構想段階で、どのように配慮したか、より

具体的に記入するため、配慮事項ごとに、

別紙「配慮検討シート」に記入します。 

 

 

 

 

 

 

 

※チェックをつけた「具体的に検討すべき重

要事項」１つにつき、配慮検討シート1枚

を作成してください。複数ある場合は、複

数枚を作成してください。 

▲ 「具体的に検討すべき重要事項」に 

チェックをつけた場合 

⇒「4 配慮検討シートの作成方法」参照 

別紙を作成 
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設 計 段 階 

３－⑥ 

設計段階の初期において、設計段階で配慮す

べき配慮事項を確認します 

 

・「３－③」でチェックがつかなかった（構

想段階では配慮を終えていない）項目を、

設計段階で配慮するため、左の箱にチェッ

クをつけます。 

 

 

 

 

 

 

・各配慮事項は、参考資料に、詳細が示され

ています。チェックをつけた事項は必ず、

参考資料を確認します。 

▲ 「3-③」でチェックがつかなかった項目

を設計段階で配慮する 

３－⑦ 

設計階終了時に、設計段階において、配慮す

ることができた事項を確認します 

 

・「３－⑥」でチェックをつけた配慮事項に

ついて、設計段階において、配慮ができた

項目には、右のチェックボックスにチェッ

クをつけます。 

 

▲ 配慮できた場合 

▲ 配慮できなかった場合 
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３－⑧ 

設計段階で、具体的にどのように配慮したか

を記入します 

 

・「３－⑥」でチェックをつけた、「設計段階

において配慮できた事項」について、具体

的にどのように配慮したか、「配慮内容 [設

計]」欄に、記入します。 

※「３－⑥」で、複数の配慮事項にチェック

をつけた場合には、それらをまとめて記入

してください。 

３－⑨ 

設計段階で、具体的に検討すべき重要事項

を、どのように配慮したか、配慮検討シート

に記入します 

 

・「３－②」で「具体的に検討すべき重要事

項」にチェックをつけ、その事項について、

設計段階で、どのように配慮したか、より

具体的に記入するため、配慮事項ごとに、

別紙「配慮検討シート」に記入します。 

 

 

 

 

 

 

 

※チェックをつけた「具体的に検討すべき重

要事項」１つにつき、配慮検討シート1枚

を作成してください。複数ある場合は、複

数枚を作成してください。 

▲ 「具体的に検討すべき重要事項」に 

チェックをつけ設計段階で配慮する 

場合 

⇒「4 配慮検討シートの作成方法」参照 

別紙を作成 
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３－⑩ 

構想段階の初期に確認した、当該事業で配慮

が必要な事項に配慮できたか、結果を記入し

ます。 

 

・「３－①」でチェックした「当該事業で配

慮が必要な事項」を全て、構想段階あるい

は設計段階で配慮した場合、「チェックを

つけた配慮事項は、全て配慮することがで

きた」にチェックします。 

（一番左にチェックがある項目は全て、構

想段階・設計段階どちらかで、右のチェッ

クボックスにチェックがある状態：下図参

照） 

 

 

 

 

 

 

 

・「３－①」でチェックした「当該事業で配

慮が必要な事項」の内、事業を通して、配

慮することができなかった事項がある場

合、「チェックをつけた配慮事項のうち、

配慮できていないものがある」にチェック

し、その理由を記入します。 

（一番左にチェックがある項目のうち、構

想段階・設計段階どちらの右側のチェック

ボックスにもチェックがない状態：下図参

照） 

 

 

 

 



入力方法-15 

○事業のなかでも、具体的に検討すべき重要事項について、各段階で実際に配慮した内容（配慮内容）を次段階

へ引き継ぎます。 

○「（3）チェックシート（共通／施設別）」を作成中に、具体的に検討すべき重要事項があれば、重要事項の数だ

け作成します。 

○１つの事項につき、本シート1枚を作成してください。複数ある場合は、複数枚を作成してください。 

4 配慮検討シートの作成方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－① 

基礎情報を記入します。 

 

・対象施設にチェックをつけます。 

・構想段階の左のチェックボックスにチェッ

クをつけます。 

・チェックシートに示されている配慮事項を

記入します。 

構 想 段 階 

４－② 

構想段階で、具体的に検討すべき重要事項

を、どのように配慮したか、配慮検討シート

に記入します。 

 

・「配慮内容 [構想]」欄に、記入します。 

※配慮した結果が分かる報告書や委員会等

の議事録などの添付でも可能です。 

その場合には、「○○報告書 P.○○参照」

など、その旨が分かるように記入してくだ

さい。 

※「３－⑤」の段階 

・「３－②」で「具体的に検討すべき重要事項」にチェックをつけた場合、構想段階でどのように配慮したか、 

本シートに記入します。 

・構想段階で配慮できた「具体的に検討すべき重要事項」が、複数ある場合、その数だけ、シートを作成します。 
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４－③ 

設計段階へ引き継ぐ事項を確認します。 

 

・構想段階で配慮事項について配慮を終えた

場合、構想段階の右のチェックボックスに

チェックをつけます。 

 

 

 

 

 

 

 

構想段階 

▲ 構想段階で配慮を終えた場合 

▲ 設計段階に配慮を引き継ぐ場合 

構想段階 

新しいシートを作成 

※「具体的に検討すべき重要事項」が複数あ

る場合、 

 複数枚、シートを作成してください。 

・４-①～４-③の作成手順にのっとり、同様

に作成してください。 
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４－④ 

基礎情報を記入します。 

 

・「４－③」でチェックがつかなかった（構

想段階では配慮を終えていない）項目を、

設計段階で配慮するため、左の箱にチェッ

クをつけます。 

４－⑤ 

設計段階で、具体的に検討すべき重要事項

を、どのように配慮したか、配慮検討シート

に記入します。 

 

・「配慮内容 [設計]」欄に、記入します。 

※配慮した結果が分かる報告書や委員会等

の議事録などの添付でも可能です。 

その場合には、「○○報告書 P.○○参照」

など、その旨が分かるように記入してくだ

さい。 

※「３－⑨」の段階 

・「３－②」で「具体的に検討すべき重要事項」にチェックをつけた場合、設計段階でどのように配慮したか、 

本シートに記入します。 

・「具体的に検討すべき重要事項」が、複数ある場合、その数だけ、シートを作成します。 

設 計 段 階 

４－⑥ 

設計階終了時に、設計段階において、配慮す

ることができたかを確認します 

 

・「４－④」でチェックをつけた配慮事項に

ついて、設計段階において、配慮ができた

項目には、右のチェックボックスにチェッ

クをつけます。 

 

 

 

構想段階 設計段階 

構想段階 設計段階 
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４－⑦ 

配慮結果を記入します。 

 

・配慮できた場合、「配慮することができた」

にチェックをつけます。 

・構想段階・設計段階ともに配慮できなかっ

た場合、「配慮できなかった」にチェック

をつけ、その理由を記入します。 

新しいシートを作成 

※「具体的に検討すべき重要事項」が複数ある

場合、 

複数枚、シートを作成してください。 

・４-④～４-⑦の作成手順にのっとり、同様

に作成してください。 



入力方法-19 

○景観アドバイザー会議において、景観アドバイザーからの指導・助言に対応するため、その内容と対応状況を、

次段階へ引き継ぎます。 

 ※公共事業景観検討実施要領第6条第6項で定める事務局への報告は、本様式としてください。 

5 景観アドバイザー会議対応状況表の作成方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

構想段階・設計段階 共通 

５－① 

景観アドバイザーの指導・助言の内容を記入

します。 

 

・指導・助言の内容を記入します。 

・事業段階を記入します。 

・景観アドバイザー会議の開催回を記入しま

す。 

５－② 

・景観アドバイザーの指導・助言に対する、

対応状況を記入します。 


